








照射することにより強度低下が期待される樹脂の調

製の可能性を示唆するものと考えられる． 

 

まとめ 
・リグノクレゾールを配合したポリプロピレン樹脂は，

配合していないものに比較して，紫外線照射による  

劣化が促進された． 

・ポリプロピレン樹脂に耐光安定剤とリグノクレゾー

ルの両者を配合することにより，光劣化の調製が可

能になると考えられた． 
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（本研究は法人県民税の超過課税を財源としていま

す） 


